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農
村
を
も
っ
と
快
適
に

着
ダ
進
む
I
業
集
落
排
水
事
業
い

南
六
呂
師
●
下
唯
野
地
区
が
完
成

　

近
年
の
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
生
活

様
式
の
多
様
化
・
高
度
化
に
伴
い
、
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
悪
化
が
進

む
一
方
で
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
近
代
的
で
快
適
な
生
活
へ
の
要
望
も

強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、
農
村
の
生
活

環
境
の
整
備
と
河
川
の
汚
濁
防
止
を
図
る
た
め
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を

計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ひ
と
足
先
に
完
成
し
て
い
る
阿
難
祖
・
佐
開

に
続
い
て
今
春
、
南
六
呂
師
と
下
唯
野
も
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
今

月
は
こ
の
事
業
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

南六呂師の排水処理施設

甫
六
呂
師
地
区

　

平
成
元
年
か
ら
六
年
が
か
り
で

整
備
し
て
き
ま
し
た
。
総
事
業
費

は
約
六
億
四
千
二
百
五
十
万
円
。

う
ち
補
助
対
象
事
業
分
は
五
億
九

千
九
百
万
円
で
、
国
五
〇
％
、
県

一
〇
％
、
市
三
二
％
、
地
元
八
％

の
割
合
で
す
。
補
助
対
象
外
は
地

元
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
管
か
ら
個
人
の
敷
地
内
へ
の

配
管
や
、
ト
イ
レ
の
改
造
費
な
ど

は
自
己
負
担
で
す
。

　

対
象
は
百
十
九
戸
、
千
六
百
八

十
人
で
す
。
こ
れ
は
、
六
呂
師
高

原
を
訪
れ
る
観
光
客
の
利
用
も
加

味
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
し
尿
の
ほ
か
、
台
所
や

ふ
ろ
な
ど
の
生
活
雑
排
水
も
処
理

し
ま
す
。
下
水
は
分
流
式
で
す
。

　

下
水
管
は
直
径
ト
五
～
一
一
ト
勺

で
、
延
長
は
五
千
二
百
七
十
三
じ
。

マ
ン
ホ
ー
ル
は
百
七
十
九
ヵ
所
あ

り
ま
す
。

　

排
水
処
理
施
設
は
、
集
落
の
南

端
に
あ
り
ま
す
。
約
千
三
百
平
方

μ
の
敷
地
に
立
つ
、
洋
館
風

の
白
い
建
物
で
延
べ
三
百
九

十
六
平
方
び
。
汚
水
は
こ
こ

で
「
回
分
式
活
性
汚
泥
方
式
」

と
い
う
方
法
で
処
理
さ
れ
ま

す
。
放
流
さ
れ
る
水
質
は
、

B
O
D
で
二
十
吼
以
下
（
除

去
率
九
〇
％
）
S
S
で
五
十

吻
以
下
（
除
去
率
七
十
五
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
使
用
料
は
、
戸
割

り
二
千
三
百
円
と
人
員
割
り

六
百
九
ト
円
。
こ
れ
は
市
の

管
理
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

下
唯
野
地
区

　

平
成
二
年
か
ら
五
年
計
画

で
事
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
総
事
業
費
は
約
四
億
九

千
万
円
。
う
ち
補
助
対
象
分

は
四
億
五
千
九
百
万
円
で

す
。
対
象
は
六
ト
六
戸
、
二

百
九
ト
人
で
す
。

　

六
呂
師
と
同
様
に
分
流
式

で
、
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を

よーろこび一一一一の声

六呂師区長
稲津克己さん

立
派
な
施
設
に
満
足

　

立
派
な
施
設
が
で
き
て
、
区
民

一
同
喜
ん
で
い
ま
す
。
初
め
は
地

元
負
担
も
か
な
り
の
額
に
な
る
こ

と
か
ら
、
意
見
も
分
か
れ
ま
し
た

が
、
集
落
の
環
境
を
良
く
す
る
だ

け
で
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
近
代

的
な
生
活
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

下唯野婦人会長

伊藤逸子さん

衛
生
的
で
快
適
な
生
活

　
　

「
上
下
水
道
の
な
い
地
区
に
は

お
嫁
さ
ん
の
米
て
が
な
い
」
と
い

う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
衛
生
的
で

快
適
な
生
活
に
な
っ
て
、
み
ん
な

以
‥
ん
で
い
ま
す
。
排
水
路
の
汚
れ

も
、
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は

決
ま
り
を
守
っ
て
大
切
に
使
う
と

と
も
に
、
婦
人
会
と
し
て
、
ご
み

問
題
や
環
境
問
題
に
も
関
心
を
持

っ
て
い
き
た
い
で
す
。



汚水の処理方法（南六呂師）

処
理
し
ま
す
。
竹
路
施
設
の
延
長

は
三
千
八
百
び
。

　

排
水
処
理
施
設
は
集
落
の
北
側

に
あ
り
、
延
べ
百
三
ト
平
方
び
。

敷
地
面
積
は
工
二
百
八
十
四
平
方

じ
で
す
。
処
理
は
阿
難
祖
・
佐
開

と
同
じ
「
嫌
気
性
ろ
床
併
用
型
接

触
ば
っ
気
方
式
」
を
採
用
。
水
質

は
南
六
呂
師
と
同
じ
で
す
。
使
用

料
は
、
戸
割
り
三
千
二
百
円
と
人

貝
割
り
五
百
四
十
円
で
す
。

水
質
の
一
ロ
メ
モ

B
O
D
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

　

最
の
こ
と
で
す
。
こ
の
数
値
が

　

高
い
ほ
ど
水
質
は
悪
い
と
い
え

　

ま
す
。

S
S
粒
径
二
い
以
下
の
浮
遊
物

　

質
の
こ
と
で
す
。
こ
の
数
値
が

　

高
い
ほ
ど
水
質
は
悪
い
と
い
え

　

ま
す
。

今
年
も
五
地
区
で

　

本
年
度
も
、
引
き
続
き
土
庄
地

区
を
中
心
に
五
ヵ
所
で
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
　

「
稲
郷
地
区
」
は
平
成
二
年
度

か
ら
着
r
。
古
・
開
発
な
ど
を
対

象
と
し
た
「
L
庄
第
会
は
平
成

三
年
度
か
ら
、
下
五
条
方
・
友
兼

な
ど
を
対
象
と
し
た
「
土
庄
第
二
」

は
五
年
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

新
た
に
土
据
・
中
据
な
ど
を
対
象

に
「
土
庄
西
部
」
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

一
方
、
阪
谷
地
区
で
は
南
六
呂

師
に
引
き
続
い
て
、
六
年
度
か
ら

橋
爪
・
蓑
道
・
落
合
の
三
集
落
を

対
象
に
「
阪
谷
第
一
」
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え

　
　

今
後
も
計
画
的
に
下
水
道
整
備
を

　

市
で
は
、
衛
生
的
で
近
代
的
な

市
民
生
活
の
確
保
と
水
環
境
を
守

る
た
め
、
今
後
も
総
合
的
な
観
点

に
立
っ
て
下
水
道
の
整
備
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

市
街
地
の
約
七
百
六
十
お
は
公

共
下
水
道
と
し
、
本
年
度
で
都
市

計
画
決
定
や
事
業
認
可
な
ど
の
手

続
き
を
行
う
予
定
で
す
。
順
調
に

い
け
ば
、
八
年
度
か
ら
着
手
で
き

る
見
込
み
で
す
。

　

人
目
の
少
な
い
周
辺
部
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
農
業
集
落
排
水
施

設
を
は
じ
め
、
地
域
し
尿
処
理
施

設
や
合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど
で
整

備
す
る
方
針
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
下
水
道
の

整
備
に
は
多
額
の
経
費
と
長
い
年

月
が
必
要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
と
市
の
財
政
状
況
を
的
確

に
判
断
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
建

設
し
て
い
き
ま
す
。



先月10日から新規広聴事業がスタート

あなたの建設的な提言や意見を

お寄せください 軽だ望は広にめな｀聴ご

おのど市事存寄もを民業じ

せのおのがで

くで聴皆スすだすきさ夕か

さ゜しん｜゜いあ｀かト先

゜な市らし月

　

た政広ま十

　

のにくし日

　

声反意たか

　

を映見゜ら

　

おすやこ新

　

気る要れ規

市
民
提
案
箱
「
や
ま
び
こ
L

は
十
五
ヵ
所
に
設
置

　
　

「
や
ま
び
こ
」
は
皆
さ
ん
か
ら

の
投
書
を
入
れ
て
も
ら
う
も
の
で

す
。
愛
称
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
、

焼
き
杉
材
を
使
っ
た
約
三
十
惣
角

の
木
箱
で
す
。

　

市
役
所
の
市
民
課
窓
口
を
は
じ

め
、
各
公
民
館
（
八
ヵ
所
）
・
市
民

会
館
・
有
終
会
館
・
図
書
館
・
元

町
会
館
（
七
間
通
り
）
の
市
の
施

設
の
ほ
か
、
J
R
越
前
大
野
駅
の

待
合
室
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
「
リ
ブ
レ
」
の
一
階
西
目
に
も

置
い
て
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
感
じ

て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
お
気
づ

き
の
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
最
寄
り
の
「
や
ま
び
こ
」

に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

投
書
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
必
ず

住
所
・
氏
名
は
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
の
記
入
の
な
い
も

の
や
、
ひ
ぼ
う
中
傷
の
内
容
は
お

取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

市
政
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は

　
　

6
5
局
2
0
0
0
番

　

市
政
全
般
に
つ
い
て
、
電
話
と

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
り
、
直
接
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す

る
も
の
で
す
。
番
号
は
電
話
と
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
共
通
で
、
6
5
局
2

0
0
0
番
で
す
。

　

電
話
は
、
市
役
所
の
執
務
時
間

内
は
秘
書
広
報
課
の
広
報
広
聴
係

が
応
対
し
ま
す
。
休
日
や
時
間
外

は
、
留
守
番
電
話
で
ご
用
件
を
お

聴
き
し
ま
す
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の

場
合
は
、
2
4
時
間
い
つ
で
も
送
信

で
き
ま
す
。
投
書
で
は
面
倒
だ
と

お
考
え
の
人
は
、
こ
ち
ら
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
こ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
も

　

「
や
ま
び
こ
」
同
様
、
住
所
・
氏

名
を
名
乗
ら
な
い
も
の
や
、
単
な

る
中
傷
の
内
容
は
お
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

処
理
は
素
早
く
適
切
に

　
　

「
や
ま
び
こ
」
や
「
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
で
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
は
、
す
べ
て
秘
書
広

報
課
で
い
っ
た
ん
受
け
付
け
・
分

類
し
、
内
容
に
よ
っ
て
速
や
か
に

担
当
課
へ
回
送
し
ま
す
。
担
当
課

で
は
内
容
を
十
分
検
討
し
、
必
要

な
と
き
は
現
地
調
査
や
聞
き
取
り

な
ど
を
し
て
秘
書
広
報
課
に
回
答

し
ま
す
。

　

本
人
に
回
答
を
要
す
る
も
の

は
、
当
課
か
ら
直
接
ご
連
絡
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
住
所
・
氏
名

は
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

建
設
的
な
ご
意
見
や
提
言
は
積
極

的
に
広
報
「
お
お
の
」
で
も
掲
載

す
る
ほ
か
、
市
と
し
て
具
体
的
に

対
応
で
き
る
も
の
は
す
ぐ
に
実
施

し
ま
す
。

「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
L

は
9
月
に
実
施

　

市
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聴
き
す

る
た
め
、
9
月
こ
ろ
に
は
「
市
長

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
実
施
し
ま

す
。
9
月
号
の
広
報
お
お
の
に
折

り
込
ん
で
全
戸
配
布
し
、
郵
便
で

返
送
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
あ
ら
か

じ
め
テ
ー
マ
を
決
め
て
行
い
ま

す
。
応
募
作
品
は
有
識
者
を
交
え

た
審
査
会
に
諮
り
、
優
秀
作
は
表

彰
し
ま
す
。
ま
た
、
具
体
的
に
取

り
組
め
る
も
の
は
、
f
算
化
な
ど

を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

やまびこをイメージして作られた提案箱



昨
年
の
観
光
客
は
七
十
七
万
人

ま
ち
な
か
・
ア
ウ
ト
ド
ア
に
人
気

　

平
成
六
年
の
観
光
客
動
向
調
査

が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
一
年
間
に
当
市
を
訪
れ
た
観

光
客
は
、
七
十
六
万
六
千
三
百
人

で
、
前
年
よ
り
も
八
万
六
千
五
百

人
増
え
て
お
り
、
過
去
十
年
間
で

最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

観
光
地
別
で
は
、
最
も
人
気
の

あ
っ
た
の
は
市
街
地
で
二
十
七
万

千
五
百
人
。
次
に
六
呂
師
高
原
の

二
十
一
万
九
千
三
百
人
、
勝
原
六

万
四
千
百
人
、
麻
那
姫
湖
四
万
九

千
四
百
人
、
宝
慶
寺
四
万
五
千
百

人
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
で
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
盛
況
だ
っ
た
こ
と
や
、
歴
史
の

路
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、
ま
ち
な

か
観
光
が
大
き
く
増
え
て
い
る
の

が
特
色
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ

I
ム
を
反
映
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
も
確
実
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
キ
ー
客

は
市
外
の
ス
キ
ー
場
に
影
響
さ

れ
、
一
万
四
千
七
百
人
減
の
八
万

六
千
八
百
人
で
し
た
。

　

観
光
の
大
半
は
日
帰
り
客
で
、

六
十
七
万
人
と
八
七
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
県
外
客
は
二
十
四
万
五

千
三
百
人
で
、
三
二
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
消
費
額
は
九
億
三
千
百

四
十
三
万
円
で
、
一
人
あ
た
り
で

は
千
二
百
円
で
す
。

市
制
四
十
周
年
ビ
デ
オ

　
　
　
　

貸
し
出
し
ま
す

　

市
で
は
市
制
四
十
周
年
を
記
念

し
て
、
大
野
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ

を
制
作
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は

　

「
ひ
と
ふ
れ
あ
い
越
前
大

野
」
。
昨
年
行
わ
れ
た
記
念
式
典
や

カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の
主
な
事
業
を

記
録
と
し
て
残
す
と
と
も
に
、
広

く
内
外
に
市
を
紹
介
す
る
の
が
目

的
で
す
。

　

記
念
事
業
の
ほ
か
、
市
の
概
要

を
は
じ
め
、
歴
史
・
見
所
・
産
業
・

特
産
物
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
V
H
S
テ
ー
プ
で
約
二
十
分
。

市
民
課
窓
口
と
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
置
く
ほ
か
、
一
般
に
も
貸

し
出
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

秘
書
広
報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1

内
線
4
4
0
）
へ
。

　

春
の
交
通
安
全
市
民
運
動
が

五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
「
交
通
マ
ナ
ー
日
本

一
を
め
ざ
し
て
」
な
ど
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
市
と
交
通
対
策
協
議
会
で

は
、
①
子
供
と
高
齢
者
の
事
故

防
止
、
②
運
転
者
、
特

に
若
年
者
に
よ
る
無
謀

運
転
の
防
止
、
③
正
し

い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
の
徹
底
、
④
安

全
で
快
適
な
道
路
環
境

の
確
保
と
正
し
い
駐
車

の
励
行
－
の
四
つ
を
運

動
の
重
点
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
ド
ラ
イ

ブ
や
行
楽
に
と
、
交
通

量
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、
独
り
立
ち
を
始
め

た
新
入
園
児
や
学
童
の

事
故
も
心
配
さ
れ
ま

す
。
悲
惨
な
事
故
は
、

決
し
て
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
お
互
い
に
優
し
さ
と
ゆ
と

り
を
持
っ
て
、
安
全
運
転
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

各
家
庭
で
は
、
家
族
み
ん
な

で
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
や
交

通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
な

ど
を
よ
く
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

　

昨
年
、
市
内
で
発
生

し
た
交
通
事
故
は
五
百

八
十
二
件
に
も
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
前
年
よ
り

も
七
十
六
件
増
え
て
い

ま
す
。
う
ち
人
身
事
故

は
百
八
十
一
件
。
亡
く

な
っ
た
人
は
六
人
で
、

け
が
を
し
た
人
は
二
百

三
十
七
人
で
す
。

　

家
庭
・
地
域
・
職
場

な
ど
に
根
ざ
し
た
市
民

運
動
を
展
開
し
て
、
当

市
か
ら
悲
し
い
事
故
を

一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

春の交通安全市民運動5月11日～20日
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県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

栗
田
氏
が
知
事
に

　

県
議
は
桑
森
・
林
氏
が
当
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
県
知
事
・
県

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
知
事

に
は
栗
田
幸
雄
氏
（
無
所
属
・
6
5

歳
）
が
、
大
野
市
・
大
野
郡
選
挙

区
の
県
議
会
議
員
に
は
、
桑
森
邦

夫
氏
（
自
民
現
・
7
1
歳
）
と
林
順

一
氏
（
自
民
新
・
4
6
歳
）
が
当
選

し
ま
し
た
。

　

投
票
が
行
わ
れ
た
四
月
九
日
は

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、

県
議
選
で
は
少
数
激
戦
を
反
映
し

て
前
回
の
投
票
率
を
二
六
・
九
％

上
回
り
、
二
月
の
市
議
選
の
八
一

・
六
三
％
と
ほ
ぼ
同
じ
八
一
・
七

一
％
と
な
り
ま
し
た
。
知
事
選
の

投
票
率
は
八
∵
六
九
％
。

市
議
会
議
員
の
定
数

　

二
人
減
の
二
十
二
人
に

　

第
二
百
七
十
九
回
定
例
市
議
会

最
終
日
の
三
月
二
十
四
日
、
市
会

提
案
で
市
議
会
議
員
の
定
数
を
二

人
削
減
し
て
二
十
二
人
と
す
る
条

例
案
が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
一
般
選
挙
（
平
成
十
一

年
二
月
）
か
ら
、
定
数
二
十
二
人

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
の
法
定
数
は
地
方

自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
人

口
五
万
人
未
満
の
市
の
場
合
は
三

十
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
条
例

で
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
市
の
場
合
は
、
昭
和
四
十
二
年

に
四
人
減
の
二
十
六
人
に
、
さ
ら

に
昭
和
五
十
八
年
に
二
人
減
の
二

十
四
人
に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

候補者別の得票数

【知事】

当選栗田幸雄344，091票

　　　

（大野市分21，166票）

　　　

能登勝治51，846票

　　　

（大野市分2，379票）

　　　

大道昭仁31，971票

　　　

（大野市分1，269票）

【県議会議員】

当選桑森邦夫9，443票

　　　　　

大野市9，281票

　　　　

（
和泉村162票

）

当選林順一9，277票

　　　　　

大野市8，967票

　　　　

（
和泉村310票

）

　　　　

斉藤秀雄7，242票

　　　　　

大野市7，155票

　　　　

（
和泉村87票

）

選挙の記録

○当日の有権者数

　

男14，712人女16，728人

　　　

計31，440人

　

〔知事選挙〕

○投票者数と投票率

　

男11，913人（80．97％）

　

女13．769人（82．31％）

　

計25，682人（81．69％）

○有効投票24，814票

○無効投票868票

○その他0票

　

〔県議会議員選挙〕

○投票者数と投票率

　

男11，918人（81．01％）

　

女13，772人（82．33％）

　

計25，690人（81．71％）

○有効投票25，403票

○無効投票286票

○その他1票

エキサイティング

スポーツ

情X報

・
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時
5
月
2
1
日
⑥
午
前
8
時

　

3
0
分
（
雨
天
時
6
月
4
日
⑨
）

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
テ
ニ

　

ス
コ
ー
ト

種
目
男
子
ダ
ブ
ル
ス
…
女
子
ダ

　

プ
ル
ス

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
の

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

参
加
料
一
組
1
0
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先
5
月
1
2
日
②

　

ま
で
に
酒
井
商
事
春
日
S
・
S

　

へ
（
豊
6
6
・
3
2
1
2
F
A
χ

　

6
5
・
6
1
5
2
月
～
金
の
午

　

前
9
時
～
午
後
5
時
の
間
）

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室

日
時
5
月
1
7
日
⑥
～
7
月
1
9
口

　

⑥
の
毎
週
水
曜
日
計
1
0
回

　

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

　

※
雨
天
時
は
中
止

場
所
真
名
川
憩
い
の
島
マ
レ
ツ

　

ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

対
象
者
一
般
市
民

定
員
3
0
人

参
加
費
無
料

申
込
締
切
5
月
1
5
日
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
体
育
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
3
2
）

・
ス
ポ
ー
ツ
P
N
F

　
　
　
　
　
　

講
習
会

　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
防
止
と
運
動

能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
方
法
や
筋
力
ア
ッ
プ
運
動

の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
6
月
1
2
日
⑥
・
1
5
日
④

　
　
　

午
後
7
時
～
9
時

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
者
市
民
ま
た
は
市
内
に
通

　

勤
通
学
す
る
人

定
員
3
0
人

参
加
費
無
料

申
込
締
切
6
月
5
日
⑥

申
込
・
問
い
合
わ
せ
市
教
育
委

　

員
会
体
育
課
（
酋
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
5
3
2
）

・
飯
降
山
夜
間
登
山
募
集

日
時
6
月
4
日
①

　
　
　

午
後
4
時
市
役
所
集
合

会
費
1
0
0
円
（
保
険
料
）

主
催
体
育
協
会
・
親
岳
会

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
貝

　

会
体
育
課
（
L
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
3
1
）



市
の
人
事
異
動

　

市
は
四
月
－
日
付
で
、
総
数
百
三
十
四
人
の
人
事
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。
女
性
職
員
を
広
く
登
用
し
、
環
境
部

門
と
中
部
縦
貫
自
動
車
道
対
策
部
門
の
拡
充
を
行
い
ま
し

た
。
内
訳
は
、
課
長
級
十
九
人
、
課
長
補
佐
級
十
五
人
、

係
長
級
三
十
三
人
、
主
査
級
十
八
人
、
一
般
職
十
九
人
、

業
務
職
十
五
人
、
新
採
用
は
十
二
人
で
す
。

課
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
秘
書
広
報
課
長

・
深
田
義
一
▼
総
務
課
長
・
高
柳

和
夫
▼
工
事
検
査
室
長
・
大
倉
清

左
工
門
▼
企
画
開
発
課
長
兼
ね
て

総
合
保
養
地
対
策
室
長
・
小
池
好

孝
▼
税
務
課
長
・
松
本
多
嘉
雄
▼

市
民
課
長
・
堂
本
さ
だ
子
▼
生
活

環
境
課
長
・
竹
田
由
紀
子
▼
清
掃

事
務
所
長
・
羽
生
悦
夫
▼
衛
生
処

理
場
長
・
奥
野
耕
作
▼
福
祉
事
務

所
長
．
井
ノ
部
寛
之
▼
商
工
観
光

課
長
．
斉
藤
幸
雄
▼
（
助
役
兼
務
）

建
設
課
長
・
前
田
佳
一
▼
都
市
計

画
課
長
・
川
田
光
男
▼
用
地
対
策

課
長
兼
ね
て
中
部
縦
貫
道
対
策
室

長
●
山
田
晃
▼
会
計
課
長
・
駒
原

武
夫

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
体
育
課
長
●

加
藤
勲

　

【
水
道
部
局
】
▼
水
道
課
長
●
楠

新
一
郎

　

【
議
会
事
務
局
】
▼
局
長
●
前
田

紀
男

　

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▼
局
長
●

加
藤
務

課
長
補
佐
級

「
市
長
部
局
」
▼
秘
書
広
報
課
課

長
補
佐
・
大
政
原
勝
一
▼
企
画
開

発
課
課
長
補
佐
・
阪
井
康
雄
▼
財

政
課
課
長
補
佐
・
前
幸
雄
▼
市
民

課
課
長
補
佐
（
年
金
・
国
保
担
当
）

　

・
水
上
多
水
枝
▼
福
祉
事
務
所
次

長
（
福
祉
・
保
護
担
当
）
・
布
川

和
子
▼
農
務
課
課
長
補
佐
・
松
田

勉
▼
林
務
課
課
長
補
佐
（
林
業
振

興
担
当
）
・
丹
藤
卓
司
▼
同
課
課

長
補
佐
（
工
務
担
当
）
・
安
岡
庄

助
▼
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
・
嶋

田
喜
雄
▼
建
設
課
課
長
補
佐
●
羽

生
達
夫
▼
下
水
道
課
課
長
補
佐
・

大
藤
喜
代
治

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
学
校
教
育
課

課
長
補
佐
●
伊
藤
安
世
▼
体
育
課

課
長
補
佐
●
篠
原
孝
康

　

【
議
会
事
務
局
】
▼
次
長
・
山
内

武
雄

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▼
次
長

・
山
下
与
兵
衛

係
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
課
行
政
係

長
●
田
中
雄
一
郎
▼
企
画
開
発
課

企
画
調
整
係
長
・
下
河
育
太
▼
税

務
課
市
民
税
係
長
・
加
藤
郁
子
▼

同
課
資
産
税
係
長
・
廣
瀬
吉
隆
▼

市
民
課
市
民
係
長
●
山
村
正
人
▼

同
課
年
金
係
長
・
竹
内
幸
枝
▼
生

活
環
境
課
生
活
環
境
係
長
●
長
谷

川
幸
雄
▼
同
課
交
通
対
策
係
長
。

石
塚
多
鶴
子
▼
保
健
衛
生
課
保
健

予
防
係
長
・
大
下
節
香
▼
清
掃
事

務
所
庶
務
係
長
・
木
戸
口
正
和
▼

同
事
務
所
じ
ん
芥
焼
却
係
長
・
臼

井
一
▼
福
祉
事
務
所
保
護
係
長
・

松
山
禎
子
▼
北
部
保
育
園
長
・
笠

松
久
恵
▼
義
景
保
育
園
長
・
木
下

美
代
子
▼
春
日
保
育
園
長
・
松
田

春
野
▼
あ
か
ね
保
育
園
長
・
永
野

サ
エ
▼
荒
島
保
育
園
長
・
林
正
枝

▼
六
呂
師
保
育
園
長
・
木
嶋
た
み

子
▼
農
務
課
農
村
整
備
係
長
・
穴

田
吉
晴
▼
林
務
課
林
業
振
興
係
長

・
金
子
正
義
▼
商
工
観
光
課
観
光

振
興
係
長
・
斉
藤
信
夫
▼
建
設
課

河
川
係
長
●
佐
子
重
夫
▼
同
課
維

持
係
長
・
南
和
弘
▼
都
市
計
画
課

計
画
係
長
・
辻
忠
信
▼
用
地
対
策

課
中
部
縦
貫
道
対
策
係
長
・
松
田

輝
治
▼
下
水
道
課
下
水
道
係
長
・

佐
々
木
巌
▼
大
野
勝
山
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
派
遣
・
鉱
崎
昭
治

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
庶
務
課
庶
務

係
長
・
福
田
敏
子
▼
同
課
施
設
係

長
・
堂
下
義
治
▼
乾
側
幼
稚
園
教

頭
・
天
立
悦
子
▼
小
山
幼
稚
園
教

頭
・
安
川
砂
代
子
▼
阪
谷
幼
稚
園

教
頭
●
井
部
武
子
▼
社
会
教
育
課

文
化
係
長
●
平
瀬
照
夫

主
査
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
秘
書
広
報
課
主

査
・
山
田
一
郎
▼
総
務
課
主
査
・

山
元
信
子
▼
福
祉
事
務
所
主
任
保

母
・
田
中
博
子
▼
北
部
保
育
園
主

任
保
母
・
島
田
い
つ
美
▼
義
景
保

育
園
主
任
保
母
●
清
水
節
子
▼
春

日
保
育
園
主
任
保
母
・
斉
藤
博
子

▼
あ
か
ね
保
育
園
主
任
保
母
・
松

田
ゆ
り
子
▼
同
園
主
任
保
母
・
安

田
江
美
子
▼
荒
島
保
育
園
主
任
保

母
・
辻
久
美
子
▼
農
務
課
主
査
・

松
本
邦
章
▼
商
工
観
光
課
主
査
・

桜
井
早
苗
▼
建
設
課
主
査
・
斉
藤

嘉
代
▼
都
市
計
画
課
主
禿
・
清
水

清
隆
▼
用
地
対
策
課
主
を
・
林
広

二
郎
▼
福
井
県
派
遣
●
村
L
一
幸

　

「
教
育
委
員
会
」
▼
L
庄
幼
稚
園

主
任
教
諭
・
宮
渾
貞
淳
▼
社
会
教

育
課
主
査
・
山
田
明
美

　

「
議
会
事
務
局
」
▼
事
務
局
主
査

・
山
田
靖
子

嘱
託
員
（
新
任
）

　

【
市
長
部
局
】
▼
大
野
有
終
会
館

長
・
山
川
奥
久
▼
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
所
長
・
堂
下
三
郎

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
図
書
館
長
・

山
田
芳
恵
▼
大
野
公
民
館
長
・
石

黒
一
男
▼
富
田
公
民
館
長
・
石
田

欽
一

退
職
者
（
3
月
3
1
日
付
）

　

【
一
般
職
】
▼
山
川
奥
久
（
総
務

課
長
）
▼
堂
下
三
郎
（
工
事
検
査

室
長
）
▼
石
黒
一
男
（
企
画
開
発

課
長
）
▼
鳥
山
郁
雄
（
税
務
課
長
）

▼
野
田
実
（
市
民
課
長
）
▼
鈴
木

常
次
（
生
活
環
境
課
長
）
▼
玄
覚

慎
吉
（
福
祉
事
務
所
長
）
▼
早
川

三
郎
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
長
谷

川
絹
子
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次

長
）
▼
山
田
芳
恵
（
市
民
課
市
民

係
長
）
▼
前
田
弘
子
（
福
祉
事
務

所
保
護
係
長
）
▼
羽
生
稔
子
（
阪

谷
幼
稚
園
教
頭
）
▼
牧
野
耕
和

　

（
福
祉
事
務
所
主
事
）

　

【
業
務
職
】
▼
木
島
文
枝
（
有
終

南
小
学
校
）
▼
水
上
總
子
（
尚
徳

中
学
校
）
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俗士もシ

女性に多い骨粗霧症

カ
ル
シ
ウ
ム
の
不
足
が
原
因

若
い
う
ち
か
ら
予
防
に
心
掛
け
ま
し
よ
う

　

年
を
と
る
と
腰
が
曲
が
る
の
は
、
老
化
現
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
確
か
に
年
を
と
る
に
つ
れ
、
骨
は
し
だ
い
に
弱

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
問
題
な
の
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
不
足
な
ど
骨
に
よ
く
な
い
生
活
習
慣
が
長
く
続
く
と
、

骨
が
非
常
に
弱
く
な
る
こ
と
で
す
。
こ
の
予
防
の
た
め
に

も
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
生
活
習
慣
に
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

　

長
寿
社
会
を
迎
え
、
健
康
づ
く

り
と
病
気
の
予
防
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
人
が
、

栄
養
と
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
生
活
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
近
、
が
ん
を
代
表
と
す
る
成

人
病
の
ほ
か
に
、
骨
粗
霧
症
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

骨
粗
霧
症
と
は

　
　
　

ど
の
よ
う
な
病
気

　

骨
粗
霧
症
は
、
特
に
五
十
歳
代

以
上
の
女
性
に
多
く
み
ら
れ
、
骨

の
老
化
に
よ
っ
て
起
き
る
病
気
で

す
。
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け

出
て
骨
量
が
減
少
し
、
骨
が
も
ろ

く
な
っ
て
骨
折
し
や
す
く
な
る
病

気
で
す
。
男
性
や
若
い
人
た
ち
は
、

自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る
日

突
然
で
は
な
く
長
い
間
の
生
活
習

慣
か
ら
起
こ
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
は
、
お
年
寄
り
の
骨
折
は
治
療

期
間
が
長
び
い
て
寝
た
き
り
の
原

因
と
な
っ
た
り
、
痴
呆
症
を
誘
発

す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
蓄
え
よ
う

　

骨
粗
霧
症
を
予
防
す
る
に
は
若

い
う
ち
か
ら
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十

分
に
取
り
骨
に
蓄
積
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
成
人
は
一
日
に

六
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
必
要
と
し
ま

す
が
、
実
際
に
は
、
牛
乳
な
ど
の

乳
製
品
の
摂
取
量
が
少
な
く
、
小

魚
・
海
草
・
野
菜
の
摂
取
量
も
減

少
傾
向
に
あ
る
反
面
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
の
利
用
が
多
く
な
っ
た

り
、
外
食
を
す
る
機
会
が
多
く
な

っ
た
り
し
て
、
必
要
量
を
満
た
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
食
品

を
ど
の
よ
う
に
取
れ
ば
よ
い
の
で

　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品

と
し
て
は

　

○
牛
乳
・
乳
製
品

　

○
海
草
類

　

○
緑
黄
色
野
菜

　

○
小
魚

　

○
大
豆
製
品

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
食
品
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
効
串

よ
く
取
る
に
は

・
牛
乳
、
乳
製
品
は
毎
日
食
べ
る

・
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ

　

ン
D
を
同
時
に
取
る

・
塩
分
を
控
え
、
酢
を
使
っ
て
調

　

理
す
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
控
え
、
飲
み

　

過
ぎ
な
い

・
食
物
繊
維
を
必
要
以
上
に
取
ら

　

な
い

な
ど
で
す
。

　

さ
ら
に
、
吸
収
し
た
カ
ル
シ
ウ

ム
を
骨
の
中
に
蓄
積
す
る
た
め
に

は
、
散
歩
な
ど
の
無
理
な
く
で
き

る
適
度
な
運
動
と
日
光
浴
を
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

　

骨
を
丈
夫
に
し
て
、
す
こ
や
か

な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

皆さんの雅康づぐ万りを僑押しします・・保價センター（酋65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

ご注意ください！

加工食品の日付表示が

製造年月日表示から

期限表示に

　

四
月
か
ら
、
加
工
食
品
の
日
付
表
示
が
変
わ
っ
た
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
ま
で
の
製
造
年
月
日
の
表
示
が
な

く
な
り
、
代
わ
っ
て
期
限
表
示
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
表
示
の
意
味
を
よ
く
理
解
し
、
正
し
い
知
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
が
食
品
を
選
ぶ
と
き
、

生
鮮
食
品
は
見
た
目
な
ど
で
品
質

を
判
断
し
ま
す
が
、
加
工
食
品
は

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
印
刷
さ
れ
た
日
付

表
示
を
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
加
工
食
品
の
日
付
表
示
が
、
四

月
一
日
か
ら
期
限
表
示
に
統
一
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

加
工
食
品
に
は
、
食
品
衛
生
法

や
J
A
S
法
（
農
林
物
資
や
規
格

化
お
よ
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
）
に
よ
っ
て
、
製
造

年
月
日
、
賞
味
期
間
な
ど
の
日
付

表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
製
造
年

月
日
が
日
付
表
示
の
原
則
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
牛
乳
に
は
製
造
年
月

日
、
即
席
め
ん
や
六
ム
に
は
製
造

年
月
日
と
賞
味
期
間
と
い
う
ふ
う

に
、
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
複
数
の
品
が
入
っ
て
い

る
弁
当
な
ど
で
は
、
製
品
の
パ
ッ

ク
時
や
出
荷
段
階
で
製
造
年
月
日

が
付
け
ら
れ
る
と
い
う
、
あ
い
ま

い
な
点
も
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
期
限
表
示
に

　

見
直
し
は
次
の
理
由
に
よ
る
も

の
で
す
。
①
こ
れ
ま
で
製
造
年
月

日
を
日
付
表
示
の
原
則
と
し
て
い

た
の
は
、
日
本
・
タ
イ
・
台
湾
な

ど
少
数
で
、
国
際
食
品
規
格
で
は

期
限
表
示
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

国
際
的
な
す
う
勢
に
従
う
た
め
②

食
品
の
製
造
や
流
通
技
術
の
開
発

に
よ
っ
て
、
食
品
の
品
質
保
持
期

間
が
長
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
製
造
年
月
日
で
は
い
つ
ま
で
持

つ
の
か
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
た
め
③
製
造
年
月
日
表
示
で
は
、

厳
し
く
日
付
管
理
を
す
る
た
め
、

深
夜
や
早
朝
の
操
業
に
つ
な
が
っ

た
り
、
何
度
に
も
分
け
て
の
小
口

配
送
や
返
品
な
ど
が
商
品
の
コ
ス

ト
を
上
昇
さ
せ
た
り
し
て
い
る
た

め
I
な
ど
で
す
。

表
示
の
意
味
を
正
し
く

　

理
解
し
て
く
だ
さ
い

　

日
付
表
示
の
変
更
を
機
会
に
、

私
た
ち
は
表
示
の
意
味
を
も
う
一

度
良
く
理
解
し
、
正
し
い
知
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
付
に
こ
だ
わ
っ
て
新
し
い
食

品
を
買
い
求
め
て
お
き
な
が
ら
、

冷
蔵
庫
の
中
で
長
く
放
っ
て
お
い

た
り
、
日
付
の
過
ぎ
た
も
の
を
安

易
に
捨
て
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
賞
味
期
限
は
、
あ
く
ま
で
も

目
安
で
す
。
自
分
の
五
感
（
嗅
ぐ

・
見
る
な
ど
）
を
働
か
せ
て
、
食

べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

区分 対象食品 表示の名称 表示方法

品質が急速に変化しやすく、製造

後、速やかに消費すべき食品

食肉・調理パン・生

めん・そうざいなど

消費期限または

使用期限
年月日

品質が保たれるのが
3ヵ月以内の食品

ハム・ソーセージ

かまぼこ・牛乳など

賞味期限または
品質保持期間

年月日

品質が保たれるのが
3ヵ月を超える食品

食用油・缶詰・ビン
詰・そく席めんなど

賞味期限または
品質保持期間

年月

品質が保たれるのが
数年以上の食品

砂糖・塩

ウイスキーなど
日付不要

消や粕喇こ，1す乱，T咽怖｜リ呻併が蜘り々－へ・f9一寸。大｜綿μ？
rgi；131111FI
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鵬回。

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
●
1
1
1
1
）

今月のスナップ

新堀川にもどったコイ

＜るー・泄登場

勇
壮
な
響
き
と
リ
ズ
ム
か
魅
力

　

奥
越
太
鼓
保
存
会
の
歴
史
は
古

く
、
結
成
は
昭
和
二
十
五
年
こ
ろ

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
自
他
と

も
に
認
め
る
、
県
内
き
っ
て
の
実

力
と
伝
統
を
誇
る
太
鼓
グ
ル
ー
プ

で
す
。
現
在
の
会
員
は
七
人
。
み

ん
な
根
っ
か
ら
太
鼓
が
好
き
で
た

ま
ら
な
い
と
い
う
人
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
出
演
は
数
し
れ
ず
、

県
外
は
も
と
よ
り
、
遠
く
ハ
ワ
イ

に
ま
で
出
か
け
て
公
演
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
国
際
民
俗
芸
能
祭

の
出
演
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
北
海
道
の
北
海
太
鼓
、
能
登

の
御
陣
乗
太
鼓
、
彦
根
の
赤
鬼
太

鼓
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
素
晴
ら

し
い
技
術
を
伝
え
聞
い
て
指
導
を

受
け
に
来
る
グ
ル
ー
プ
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
太
鼓
の
魅
力

を
尋
ね
る
と
、
即
座
に
「
腹
に
響

く
勇
壮
な
音
と
軽
快
な
リ
ズ
ム
感
」

と
答
え
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
や

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
的
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

近
年
は
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
流
れ
星
」
の
グ
ル
ー
プ
や
幼

稚
園
児
な
ど
に
指
導
し
た
り
、
施

設
を
慰
問
し
た
り
し
て
、

と
て
も
好
評
で
す
。

　

紅
一
点
の
南
部
恵
美
子

さ
ん
（
元
町
）
は
「
テ
レ

ビ
で
太
鼓
を
た
た
い
て
い

る
の
を
見
て
、
こ
れ
く
ら

い
な
ら
で
き
る
か
な
と
思

っ
て
始
め
た
ん
で
す
が
、

奥
深
い
も
の
が
あ
っ
て
す

っ
か
り
夢
中
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
」
と
、
は
に

か
み
ま
す
。

　

会
の
夢
は
、
リ
オ
の
力

－
ニ
バ
ル
に
出
演
す
る
こ

と
。
そ
し
て
、
当
面
の
目

標
は
会
員
の
拡
大
で
す
。

　

代
表
の
山
田
巧
さ
ん

　

（
中
野
）
は
「
年
齢
・
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
仲
間
に
入
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

な
ど
は
、
商
工
会
議
所
の
飯
田
俊

市
郎
さ
ん
（
豊
6
6
・
1
2
3
0
）

へ
ど
う
ぞ
。

6！。E
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ヤングコーナー

ネ
パ
ー
ル
で
二
年
間

　
　
　

頑
張
り
ま
す

　

飯
田
さ
ん
は
、
四
月
か
ら
二

年
間
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
ネ
パ
ー
ル
へ
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
国
内
か
ら
約
四
百

人
の
若
者
が
世
界
各
地
へ
出
発

し
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
へ
到
着
後
、
首
都

カ
ト
マ
ン
ズ
で
語
学
の
研
修
を

六
週
間
受
け
て
か
ら
、
ル
ン
ビ
ニ

県
の
バ
イ
ラ
バ
イ
ウ
ル
と
い
う
所

へ
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

協
力
隊
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
、
勤
務
し
て
い
る

N
T
T
富
山
の
先
輩
に
勧
め
ら
れ

た
か
ら
で
す
。
二
年
間
に
経
験
す

る
こ
と
か
ら
、
広
い
視
野
を
持
ち

物
事
に
対
す
る
考
え
方
・
価
値
観

を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
の
仕
事
は
、
い
ま

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
電
話
の

建
設
や
補
修
を
担
当
し
ま
す
。
仕

事
や
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

三
ヵ
月
間
の
訓
練
を
受
け
た
の
で

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り

言
葉
。
食
べ
物
・
病
気
が
不
安
の

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
エ
ベ
レ
ス

ト
を
見
に
行
っ
た
り
周
囲
の
山
々

に
も
登
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

二
年
後
に
は
、
職
場
へ
復
帰
し

ま
す
が
、
「
将

来
は
大
野
へ
戻

っ
て
ネ
パ
ー
ル

で
の
知
識
と
経

験
を
生
か
し
て
、

活
動
し
た
い
」

と
力
強
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

飯田政幸さふ

　　

（23歳・上丁）



穆本宅牛鵡回

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
全
国
大
会
へ

「
お
や
と
I
ず
」
チ
ー
ム

　

第
九
回
県
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
会
が
四
月
L
六

‐
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
チ

ー
ム
が
参
加
す
る
中
、
当
市
の
斉

藤
長
治
・
美
鈴
さ
ん
夫
妻
（
大
矢

戸
）
の
「
お
や
と
I
ず
」
は
予

選
・
決
勝
と
勝
ち
進
み
、
み
ご
と

優
勝
。
八
月
に
宮
崎
県
で
行
わ
れ

る
全
国
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
出
場
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
大
人
二
人
・
子
供
～

人
の
4
人
編
成
。
自
分
た
ち
の
。
ド

供
は
ま
だ
低
学
年
の
た
め
、
近
所

の
酒
井
志
保
f
さ
ん
（
写
真
・
前

列
右
）
と
、
そ
の
友
人
の
安
川
山

希
さ
ん
（
と
も
に
ド
庄
小
六
年
）

を
誘
っ
て
、
軽
い
気
持
ち
で
出
場

し
た
そ
う
で
す
。

　

ご
夫
妻
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
得
意
で
す
が
、

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
全
く
の
初
心

者
で
、
実
は
ル
ー
ル
も
よ
く
知
ら

な
か
っ
た
ん
で
す
」
と
笑
い
ま
す
。

即
席
の
チ
ー
ム
編
成
で
、
練
習
も

前
‐
に
I
回
し
た
だ
け
で
す
。
優

勝
に
つ
い
て
は
「
こ
ん
な
に
簡
単

に
勝
っ
て
い
い
の
か
な
」
と
、
初

め
は
少
し
戸
惑
っ
た
そ
う
で
す
。

今
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
素
直
に

点
‥
ぶ
と
と
も
に
、
全
国
大
会
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
「
宮
崎
で

は
全
国
の
代
表
と
交
流
し
て
、
勝

ち
負
け
よ
り
も
楽
し
ん
で
プ
レ
ー

し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。

私七，ベノ・｀ぐこ次｀

近
隣
騒
音
に
困
っ
て
い
ま
す

【璽】

　

市
街
の
住
宅
地
に

住
ん
で
い
ま
す
。
町

内
に
は
木
工
業
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
・
撚
糸
業
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
職
業
の
人
が
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
仕
事
で
出
る

騒
音
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。

お
互
い
生
活
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
多
少
の
こ
と
は
我
慢

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
近
所

付
き
合
い
が
気
ま
ず
く
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
、
解
決
で
き
る
方
法

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
と
し
て

は
ど
ん
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
騒
音
の
基
準
な
ど

も
あ
る
の
な
ら
、
教
え
て
く
だ
さ

い
。
（
匿
名
希
望
）

A

　

騒
音
公
害
は
、
以

前
は
事
業
所
か
ら
の

騒
音
が
主
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
生
活
様
式
の
変
化

に
よ
り
飲
食
店
な
ど
の
深
夜
営
業

に
よ
る
騒
音
や
、
ピ
ア
ノ
ー
ク
ー

ラ
ー
な
ど
家
庭
か
ら
の
騒
音
に
よ

る
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

騒
音
の
規
制
は
、
規
制
地
域
を

定
め
て
そ
の
中
の
事
業
所
な
ど
に

つ
い
て
規
制
す
る
も
の
と
、
飲
食

店
な
ど
の
深
夜
営
業
に
関
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
の
規
制
地
域
は
、
市
街
地

を
中
心
と
す
る
都
市
計
画
の
用
途

区
域
内
に
定
め
ら
れ
て
い
て
、
こ

の
中
の
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
の
用
途
別
・
時
間
別
に

細
か
く
規
制
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
規
制
基
準
は
、
工

場
地
域
・
商
業
地
域
よ
り
住
宅
地

域
が
、
ま
た
、
日
中
よ
り
夜
間
が

よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
学
校
・
病
院
の
付
近
で
は

特
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飲
食
店
な
ど
の
深
夜
営
業
の
騒

音
に
つ
い
て
は
、
県
条
例
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

騒
音
の
苫
情
が
あ
っ
た
場
合
に

は
現
地
で
測
定
を
し
て
い
ま
す
。

基
準
を
超
え
た
騒
嗇
に
つ
い
て
は
、

対
象
事
業
所
な
ど
に
対
し
て
条
例

な
ど
に
基
づ
き
指
導
し
て
い
ま
す

が
、
基
準
以
内
の
場
合
に
は
、
苫

情
の
内
容
を
伝
え
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

基
準
以
下
の
騒
音
で
も
本
人
に

は
苫
痛
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
住
み
よ

い
地
域
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
生
活
環
境
課
長
竹
田
由
紀
子
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
‐
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
皆
さ
ん
の
敷
地
の
中
に

　

国
有
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

皆
さ
ん
が
所
有
さ
れ
て
い
る
敷

地
の
中
や
隣
接
地
に
、
以
前
は
道

路
や
水
路
だ
っ
た
土
地
が
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の
多
く
は
、

長
年
の
間
に
自
然
に
つ
ぶ
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
宅
地
化
な
ど
で
元
の

形
を
と
ど
め
て
い
な
か
っ
た
り
す

る
無
番
地
の
国
有
地
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
今
後
国
有
地
と
し

て
利
用
し
な
い
も
の
は
「
売
り
払

い
申
請
」
な
ど
の
手
続
き
に
よ
り
、

大
蔵
省
か
ら
隣
接
地
の
所
有
者
に

売
り
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
所
有
地
の
中
に
国
有
地
が
含

ま
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
確
か
め

ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
土
地
を
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
、
家
の

建
て
替
え
、
宅
地
造
成
な
ど
を
行

う
と
き
に
、
許
可
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
大
蔵
省
北
陸
財
務
局

　

福
井
財
務
事
務
所
管
財
課
（
〒

　

9
1
2
福
井
市
宝
永
2
丁
目
4

　

－
1
0
a
0
7
7
6
・
2
5
・
8

　

2
3
5
）
ま
で



みんなの力をひとつに

市民綱引大会

　

綱引競技を通して市民相互の親睦と

健康増進を図ろうと、市民綱引大会が

3月19日、エキサイト広場アリーナで

行われました。男子・女子・男女混合

の3部門に、職場の同僚チームなど12

チームが参加。日ごろからの練習の成

果を十分発揮し、チーム全員の力と呼

吸をひとつに合わせて、熱戦を繰り広

げました。

jjj2じ。μよ1しぶ☆●・t¶。

子供を交通事故から守ろう

道路表示を塗り直し

　

3月26日、市交通指導員会は冬期間

に除雪作業や事故などで曲がったカー

ブミラー・標識の修理や、一時停止の

表示などの塗り直し作業をしました。

会員や大野署員らが4班に分かれて、

市街のスクールゾーンを中心に作業を

実施。ニf供たちが交通事故の被害に遭

わないように願いを込めて、丁寧に作

業を進めていました。

手
づ
く
り
た
こ
の
出
来
栄
え
を
競
う

高たのれ
く゜イま六

舞参卜し呂
い加ヨた師
揚者た゜高
がらこ東原

らはや京ス
せ｀人をキ
るあ気はI
こいアじ場
とにニめで

がくメ県3
でのの内月
き雪主外19
ず模人か日
残様公ら｀
念とな約第

が無ど112
つ風をO回
ての描O大
いたい人野
まめたがたし｀力参こ

た自作加あ
゜慢をしげ

　

の披｀大

　

た露畳会

　

こし4が

　

をま畳開

　

空し半か

母・父子家庭児を激励

入学おめでとう

　

こ
の
春
小
学
校
に
入
学
す
る
母
子

・
父
子
家
庭
の
子
供
た
ち
9
人
の
激

励
会
が
、
3
月
2
6
日
に
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
長
が
新
入
学
を
祝

い
「
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
、
元

気
に
学
校
に
通
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

励
ま
し
た
後
、
一
人
ひ
と
り
に
体
操

服
と
図
書
券
、
傘
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
、
小
学

生
に
な
れ
る
う
れ
し
さ
と
期
待
で
、

日
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

春の訪れとともに

七間朝市が再開

　

冬
の
間
休
ん
で
い
た
七
間
朝
市
が
、

3
月
C
V
）
‐
の
「
春
分
の
目
～
再
開
さ

れ
ま
し
た
。
約
3
0
人
の
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
は
、
通
り
の
石
畳
の
L
に
ダ
イ

コ
ン
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

な
ど
を
並
べ
て
店
開
き
。
こ
の
‐
を

待
ち
わ
び
て
い
た
大
勢
の
市
民
が
詰

め
掛
け
、
目
当
て
の
岫
物
を
買
い
求

め
た
り
、
な
じ
み
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と

の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た
。

S弓（勁瞳湯



包温（恥包湯

国時町に

　

東部集会所か完成

　

国時町で建設が進められていた東部

集会所が完成しました。木造かわらぶ

き平屋建て約127平方穴、集会室

　

（22．5畳）・図書室（10畳）・談話

室（8畳）・調理実習室を備え、冬期

間の積雪に対応するために、建物の両

脇に緑道が設けられています。総事業

費は、約1，900万円。コミュニテ

ィー推進のために活用されます。

－i保江‘41

アウトドアガイドできる

登山やキャンプ情報満載

　

市はこのほど「大野市山ガイド・ア

ウトドアガイド」のパンフレットを1

万部作りました。自然に恵まれた当市

の山岳やアウトドアスポットを広く紹

介するとともに、ガイドブックとして

も活用してもらおうと作成。A2判12

折りカラー刷りで、荒島岳や経ヶ岳な

どの登山コースをはじめ、六M師高原

や麻那姫湖などの案内もあります。

大
火
を
忘
れ
ず
、
4
0
0
人
が
参
加
し
て
春
の
消
防
訓
練

　

↓
ハ
野
地
区
消
防
組
合
は
4
月
8
日
、
有
明
町
の
市
民
会
館
周
辺
で
春
季
消
防

総
合
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
消
防
署
貝
や
団
員
約
4
0
0
人
を
は
じ
め
、
消
防

車
な
ど
3
4
台
が
参
加
。
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
一
斉
に
放
水
し
た
あ
と
、
市
中
行

進
や
観
閲
式
、
功
労
者
の
表
彰
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
明
治
2
1

年
の
大
野
町
大
火
を
教
訓
と
し
て
、
毎
年
4
月
8
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

きのこ料理と植菌の講習会

西山地区婦人会が体験

　

4
月
6
日
、
西
山
里
芋
集
出
荷
セ

ン
タ
ー
で
、
西
山
婦
人
会
が
森
の
体

験
学
習
と
し
て
き
の
こ
料
理
と
ナ
メ

コ
の
植
菌
の
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

当
市
を
中
心
に
奥
越
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
き
の
こ
を
使
っ
て
、
マ
イ
タ
ケ

ご
飯
・
シ
イ
タ
ケ
シ
ュ
ー
マ
イ
・
き

の
こ
サ
ラ
ダ
な
ど
を
作
っ
た
あ
と
、

実
際
に
ホ
ダ
木
に
ナ
メ
コ
の
菌
を
打

ち
込
む
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
来

年
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

利用しやすくなりました

　

蕨生駐在所が完成

　

大
野
警
察
署
の
蕨
生
駐
在
所
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
老
朽
化
し

た
こ
と
や
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
昨
年
1
0
月
か
ら
建
て
替
え
て
い

た
も
の
で
、
木
造
か
わ
ら
ぶ
き
平
屋

建
て
約
1
0
0
平
方
μ
で
す
。
事
務

所
は
1
4
畳
分
の
広
さ
が
あ
り
、
コ
こ
ヽ

ユ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
地
域
活

動
に
も
使
え
る
の
が
特
色
で
す
。



お
知
ら
せ

5月

●
軽
自
動
車
税
の
免
税

　

申
請
は
5
月
2
4
日
ま
で

　

体
の
不
自
由
な
人
が
、
仕
事
や

通
院
な
ど
で
軽
自
動
車
（
二
輪
も

含
む
）
を
使
う
場
合
は
、
軽
自
動

車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
障
害
の

程
度
は
表
の
と
お
り
で
す
が
、
次

の
場
合
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
車
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

　

名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8
歳
未

　

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て
い
な

い
と
き

▼
す
で
に
、
県
税
事
務
所
で
普
通

　

自
動
車
税
な
ど
の
減
免
を
受
け

　

て
い
る
と
き

締
切
5
月
C
M
日
⑥

持
参
品
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

　

障
害
に
関
す
る
証
明
書
（
精
神

　

障
害
者
）
・
運
転
免
許
証

申
請
・
問
合
せ
先
市
税
務
課
収

　

税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
2
1
・
4
2
2
）
ま
で

●
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
中
挾
団
地

規
格
3
D
K

募
集
戸
数
I
戸

資
格
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

　

務
し
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

②
同
居
す
る
親
族
が
い
る
人
③

　

一
定
幕
準
以
内
の
所
得
の
人

家
賃
月
額
2
万
8
0
0
0
円

申
込
期
限
5
月
9
9
一
日
面

申
込
・
問
合
せ
先
市
建
設
課
竹

　

理
建
築
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
3
4
7
）
ま
で

・
適
応
指
導
教
室
を
開
設

　

教
育
委
員
会
で
は
、
登
校
拒
否

児
童
・
生
徒
や
い
じ
め
問
題
の
相

談
指
導
の
た
め
に
、
5
月
か
ら
適

応
指
導
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

場
所
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

日
時
月
曜
か
ら
金
曜
日

　
　
　

午
前
9
時
～
H
八
時
3
0
分

問
合
せ
先
市
教
育
委
以
会
学
校

　

教
育
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
2
0
～
5
2
2
）

●
市
史
第
9
巻
の

　
　
　

発
刊
が
遅
れ
ま
す

　

市
史
第
9
巻
「
用
留
編
」
は
、

監
修
者
の
都
合
に
よ
り
発
刊
が
5

月
末
に
な
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
市

　

史
編
さ
ん
室
（
a
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
5
4
4
）

・
楽
し
く
中
国
語
を

　
　
　
　

学
び
ま
せ
ん
か

　

新
し
く
正
し
い
中
国
の
情
報
の

紹
介
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
状

や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
形
で
の
中
国

語
講
座
を
目
指
し
ま
す
。
料
理
教

室
や
中
国
人
と
の
交
流
会
な
ど
も

f
定
し
て
い
ま
す
。

期
間
6
月
～
H
月
（
毎
月
3
回
）

時
間
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

会
場
多
田
記
念
大
野
有
終
会
館

受
講
料
3
0
0
0
円

定
員
3
0
人

申
込
●
問
合
せ
先
大
野
市
日
中

友
好
協
会
事
務
局
（
き
6
5
●
5

5
2
1
）
ま
で

●
国
税
専
門
官
募
集

受
験
資
格
昭
和
4
3
年
4
月
2
‐

　

～
4
9
年
4
月
1
‐
生
ま
れ

試
験
の
程
度
大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間
5
月
8
日
⑥
～
5
月

　

1
5
‐
⑥

試
験
日
1
次
試
験
6
月
1
7
口
①

　

と
1
8
日
⑨
2
次
試
験
8
月
9
1
一

　

日
四
ま
た
は
9
9
一
目
㈹

申
込
・
問
合
せ
先
金
沢
国
税
局

　

人
事
第
二
課
（
豊
0
7
6
2
・

　

3
1
・
2
1
3
1
）
ま
で

交通
安全

４
r

レ
ジ
ャ
ー
●
ド
ラ
イ
ブ
の

安
全
ポ
イ
ン
ト

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
家
族
で

レ
ジ
ャ
ー
・
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し

　

ま
ず
は
、
事
前
に
地
図
を
よ

く
み
て
道
順
を
頭
に
い
れ
時
間

に
ゅ
と
り
の
あ
る
計
両
を
立
て

ま
し
ょ
う
。

　

事
故
は
、
出
発
し
て
3
0
分
以

内
に
六
〇
％
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
浮
か
れ
気
分
や
慣
れ
の
感

覚
■
i
i
o
抑
ヽ
疋
ふ
ま
し
よ
ヽ
フ
。

　

走
行
中
は
、
注
意
力
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
一
点
を
注
視
せ

ず
、
周
囲
に
視
線
を
配
り
ま
し

　

特
に
右
カ
ー
ブ
は
、
無
意
識

の
う
ち
に
内
側
寄
り
を
走
り
が

ち
で
す
。
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を

は
み
出
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　

途
中
で
勾
配
が
ゆ
る
く
な
る

下
り
坂
は
、
目
の
錯
覚
で
逆
に

登
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
て
加
速

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

帰
路
に
つ
く
夕
暮
れ
時
は
、

視
認
性
が
悪
く
な
る
う
え
、
疲

れ
が
た
ま
っ
て
事
故
を
起
こ
し

が
ち
で
す
。
少
し
早
め
に
帰
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

軽自動車税の免税対象となる障害

障害の区分 障害の等級

視覚障害 1級～3級・4級の1

聴覚障害 2級．3級

平衡機能障害 3級

が声機能障害
3級（喉頭摘出によるが両機能

障害がある場合に限る）

上肢不自由 1級・2級の1級・2級の2

下肢不自由 1級～6級

休幹機能障害 1級～3級・5級

乳幼児期以前

の非進行性脳病変による運

動機能障害

上肢不自由
1級．2級いll肢のみに運

動機能障害がある場合を除く）

移動機能 1級～6級

心臓機能障害 1級・3級

腎臓機能障害 1級・3級

呼吸器機能障害 1級・3級

膀胱・小腸・め器機宥11障害 1級・3級

療育f帳 （A）

精神障害者 1級

※いずれも身障者本人が運転する場合です。生計同一者が運転する　

場合は、対象となる等級が若干異なります。



●INFORMATION

●
憲
法
週
間
を
迎
え
て

　

5
月
3
日
は
、
憲
法
記
念
日
で

す
。
全
国
の
裁
判
所
で
は
、
毎
年
、

5
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
を
憲
法

週
間
と
し
、
法
務
省
、
弁
護
士
会

の
協
力
を
得
て
、
各
種
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
国
民
の
基
本
的

人
権
を
広
く
保
障
し
て
お
り
、
こ

れ
を
擁
護
す
る
た
め
、
国
家
権
力

の
行
使
は
法
に
従
っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
「
法
の
支
配
」
と
い

い
、
こ
れ
も
日
本
国
憲
法
の
重
要

な
原
理
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
所
は
、
憲
法
の
番
人
と
し
て
、

国
民
の
基
本
的
人
権
を
守
り
、
法

の
支
配
を
維
持
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
地
方
裁
判
所

総
務
課
（
豊
0
7
7
6
・
9
9
一
・
5

0
0
0
）
ふ
ぷ
で
。

●
簡
易
裁
判
所
の
民
事
調
停

大
野
簡
易
裁
判
所
で
は
、
売
買

・
金
銭
の
貸
し
借
り
・
公
害
・
相

続
・
サ
ラ
金
な
ど
、
民
事
一
般
の

調
停
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
停
は
、
民
間
か
ら
選
ば
れ
た

調
停
委
員
2
人
と
裁
判
官
の
合
計

3
人
で
構
成
す
る
調
停
委
員
会
の

話
し
合
い
で
行
わ
れ
ま
す
。
手
続

き
も
簡
単
で
、
費
用
も
安
く
、
円

満
な
解
決
が
図
れ
る
制
度
で
秘
密

も
守
ら
れ
ま
す
。

　

申
し
立
て
は
口
頭
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
人

は
大
野
簡
易
裁
判
所
（
6
6
・
2
1

2
0
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
保
険
料

　

免
除
申
請
は
5
月
末
日

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
は
、
所
得
や
家
族
構
成
、

資
産
の
状
況
（
学
生
は
専
用
の
免

除
基
準
）
な
ど
を
考
慮
し
た
土
で

認
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
を
4
月
か
ら
受

け
た
い
人
は
、
5
月
末
日
ま
で
に

市
役
所
（
住
民
票
を
市
外
に
移
し

て
い
る
場
合
は
、
転
出
先
の
市
町

村
役
場
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
免
除
申
請
に
は
、
年
金
手

帳
と
印
鑑
、
（
学
生
は
そ
の
年
度

の
在
学
証
明
書
と
親
元
世
帯
の
所

得
証
明
書
も
）
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
年

金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

5
5
）
ま
で
。

●
歯
の
な
ん
で
も
相
談
と

　

フ
ツ
素
塗
布

　

6
月
4
～
1
0
日
の
歯
の
衛
生
週

間
を
控
え
て
、
大
野
歯
科
医
師
会

で
は
、
歯
に
対
し
て
関
心
を
深
め

健
康
的
な
人
生
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
無
料
で
相
談
・
検

診
、
フ
ッ
素
塗
布
（
3
～
5
歳
）

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
5
月
2
8
日
⑨

　
　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
リ
ブ
レ
3
階

　
　
　
　
　

ト
モ
ロ
ー
ラ
ン
ド

●
初
級
中
国
語
教
室

日
時
5
月
1
8
日
④
よ
り
毎
週
木

　

曜
日
計
1
0
回

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員
2
0
人

受
講
料
2
0
0
0
円

申
込
締
切
5
月
1
6
日
⑧

申
込
・
問
合
せ
先
勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・
7
2
2
1
）

　

ま
で

●
七
間
朝
市
・

　
　
　

山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

　

春
本
番
と
な
り
山
々
も
新
緑
に

そ
ま
る
こ
の
時
期
に
、
旬
の
味
覚

を
一
堂
に
集
め
、
山
菜
や
地
場
産

品
を
中
心
と
し
た
七
間
朝
市
の
お

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
5
月
2
0
日
①
午
後
2
時
～

　

5
時
・
5
月
2
1
日
面
午
前
7
時

　

～
正
午

場
所
七
間
通
り
と
元
町
会
館

内
容
朝
市
の
総
出
店
・
山
菜
即

　

売
コ
ー
ナ
ー
、
山
菜
の
そ
ば
・

　

す
し
・
お
こ
わ
や
木
の
芽
で
ん

　

が
く
な
ど
の
朝
市
茶
屋
、
山
菜

　

生
け
花
展
、
山
菜
名
前
あ
て
ク

　

イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
合
せ
先
七
間
朝
市
振
興
協
議

　

会
（
豊
6
5
・
8
9
0
0
）

●
行
政
相
談
は
お
気
軽
に

　

地
域
住
民
の
行
政
相
談
に
応
じ

る
た
め
に
、
次
の
人
が
行
政
相
談

貝
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
と
み
子
本
町
3
－
1

　
　

容
6
6
・
C
O
C
O
≪
r
＞
＞
―
I

　

三
宅
嵩
天
神
町
7
－
4

　
　

容
6
6
・
C
2
L
O
C
X
）
－
＾

　

行
政
相
談
員
は
、
住
民
か
ら
役

所
や
公
団
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
・
意

見
な
ど
を
聴
く
と
、
行
政
監
察
事

務
所
と
協
力
し
て
必
要
な
あ
っ
せ

ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
に
あ
た
り

ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
毎
月
第
一

・
三
木
曜
日
の
午
後
1
時
3
0
分
か

ら
4
時
ま
で
、
有
終
会
館
で
行
政

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
図
書
館
の
休
館

　

図
書
館
で
は
、
館
内
整
理
の
た

め
6
月
か
ら
毎
月
第
1
金
曜
日
を

休
館
し
ま
す
。

25日に福井県緑化大会

　

緑豊かな環境の創造を通じて、

県民が緑に親しむとともに森林の

機能を学び、自然に対する認識を

深めるなど、豊かでうるおいのあ

るふるさとを目指して「第37回福

井県緑化大会」が開催されます。

日時5月25日（廊

　　　

午後2時～

会場南六呂師「円山公園」

内容式典と記念植樹

　　　

※市主催の誕生記念植樹も

　　　

同時に行われます。

問合せ先市林務課林業振興課係

＿。（豊66・1111内線323）まで

（
絵
・
有
終
西
小
五
年
伊
藤
早
織
）

吠一合テーマ

『いいでしょう私の

　　

すむ町緑のにおい』

（開成中学校1年奥島笑子）



　
　
　
　

I

゛
゛

」
’

5

北
野
元
峰
禅
師
の
掛
け
軸

北
野
重
則
さ
ん
（
鍬
掛
）

　

鍬
掛
の
北
野
重
則
さ
ん
（
4
8
歳
）
の
宝
は
、

四
代
前
の
先
祖
で
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
「
北

野
元
峰
禅
師
」
を
描
い
た
掛
け
軸
で
す
。
絵

の
大
き
さ
は
縦
百
四
十
？
、
横
七
十
？
。
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　

i
J
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
’
手
に
杖
と
左
手
に
払
子
を
持
ち
、
威
厳
あ
ふ

れ
る
姿
で
正
面
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
禅
師

8
4
歳
の
と
き
の
肖
像
画
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
若
々
し
い
印
象
で
す
。

今
に
も
禅
問
答
を
始
め
そ
う
な
迫
力
で
す
。

　

絵
の
上
部
に
は
、
こ
の
像
を
見
て
所
感
を

述
べ
た
直
筆
の
漢
詩
が
あ
り
ま
す
。
「
縁
に

従
っ
て
五
十
年
、
仏
門
に
入
り
修
行
し
て
き

た
が
、
道
は
さ
ら
に
遠
く
、
髭
・
髪
が
白
く

な
っ
た
今
も
全
う
し
て
い
な
い
」
と
い
う
意

味
だ
そ
う
で
す
。

　

元
峰
禅
師
は
一
八
四
三
年
、
北
野
家
に
生

ま
れ
、
9
歳
で
出
家
。
廃
仏
棄
釈
の
苦
難
の

時
代
の
な
か
で
、
仏
教
の
普
及
に
尽
く
し
ま

し
た
。
7
9
歳
で
永
平
寺
第
六
十
七
世
貫
主
と

な
り
、
9
2
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
I

生
は
枯
淡
を
旨
と
し
、
名
聞

を
嫌
い
、
質
素
な
生
活
に
終

始
し
た
高
僧
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

北
野
家
で
は
先
祖
の
遺
徳

を
し
の
び
、
大
切
に
保
存
し

て
き
ま
し
た
。
毎
年
の
お
盆

に
だ
け
、
こ
の
掛
け
軸
を
飾

る
の
が
習
わ
し
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
禅
師
の
遺
品
は
、
す
ず
り

箱
や
筆
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
散
逸
。
現
在
は
、
額
や
掛
け
物
な
ど

数
点
が
あ
る
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　

北
野
さ
ん
は
「
先
祖
に
立
派
な
宗
教
家
が

い
た
こ
と
は
わ
が
家
の
誇
り
で
す
。
素
晴
ら

し
い
功
績
は
子
孫
に
も
ぜ
ひ
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
係
で
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
話
題
を
募
集

　

し
て
い
ま
す
。

市民のうごき
4月1日現在 前月比

世帯数 11．383世帯 7世帯

人目 41，693人 △29人

内訳 男 19，923人 8人

女 21，770人 △37人

3月中の異動
転入 209人 出生 25人

転出 223人 死亡 40人

市内の交通事故状況（4カベペ・）

件数内訳
平成7年　
3月末

平成6年　
3月末 増減

総件数 182件 178件 4件

人身

事故

件数 36件 43件 △7件

死者 O人 1人 △1人

傷者 51人 58人 △7人

物損事故 146件 135件 11件

表
紙
の
こ
と
ば

　

市
茶
道
連
盟
「
和
敬
会
」
は

4
月
1
5
日
、
義
景
公
園
で
お
茶

会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
の
桜

の
花
は
今
一
つ
の
出
来
。
し
か

し
、
春
の
日
差
し
の
中
、
日
本

庭
園
と
伝
統
的
な
茶
道
と
が
マ

ッ
チ
し
て
優
雅
な
雰
囲
気
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
訪
れ
た
市
民
や

観
光
客
は
、
心
ゆ
く
ま
で
野
点

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

4
月
の
人
事
異
動
で
、
1
6
年

目
に
し
て
初
め
て
広
報
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以

前
、
締
切
日
は
自
分
で
設
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
は
締
切
日

に
攻
め
ら
れ
防
戦
一
方
で
す
。

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
と
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
山
田
）

訳詞元百

　

某
私
立
大
学
の
入
学

式
で
A
学
長
が
、
今
話

題
の
オ
ウ
ム
教
の
問
題

を
取
り
上
げ
、
「
活
動

の
中
心
人
物
が
み
な
有

名
大
学
の
エ
リ
ー
ト
な

の
に
、
な
ぜ
想
像
も
つ
か
な
い
方
向
に
走
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
幸
か
不
幸
か
わ
が
校
に
は
該
当

者
が
I
人
も
い
な
い
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
気

合
ぬ
け
し
ま
し
た
か
。
そ
れ
と
も
誇
り
に
感
じ

ま
す
か
」
と
、
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
て
笑
い
の
中

で
、
学
校
へ
の
信
頼
感
を
強
調
さ
れ
た
そ
う
だ
。

親
た
ち
の
間
で
は
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
人
間

的
な
学
長
と
高
い
評
価
で
も
ち
き
り
だ
っ
た
と

か
▼
大
学
出
の
若
い
女
性
が
四
月
か
ら
私
立
高

校
の
教
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
歓
迎
昼
食

会
で
総
長
か
ら
「
学
力
は
大
事
で
あ
る
。
し
か

し
、
心
の
や
さ
し
さ
・
豊
か
さ
を
失
っ
た
学
力

は
無
に
等
し
い
。
ど
う
か
生
徒
と
心
ゆ
く
ま
で

語
り
、
美
し
い
こ
の
環
境
の
中
で
、
人
間
的
な

温
か
さ
と
個
性
あ
ふ
れ
る
生
徒
を
い
っ
ぱ
い
育

て
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
の
協
力
は
い
っ
さ
い

惜
し
ま
な
い
」
と
、
心
に
く
い
こ
む
よ
う
な
説

得
力
で
全
職
員
に
夢
を
託
さ
れ
た
そ
う
だ
▼
若

い
こ
の
教
師
は
、
こ
の
日
の
感
動
を
喜
々
と
し

て
私
に
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
必
ず
や
期
待

に
こ
た
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
▼
ソ
ニ
ー
の
創

業
者
・
井
深
大
の
『
井
深
大
語
録
』
と
い
う
本

が
で
た
。
そ
の
一
節
に
「
ト
ッ
プ
に
立
つ
人
は

泥
を
か
ぶ
る
覚
悟
で
仕
1
に
立
ち
向
か
え
」

　

「
発
想
を
持
っ
た
人
を
見
ぬ
き
、
動
か
し
、
育

て
よ
」
等
々
書
か
れ
て
い
る
。
天
衣
無
縫
の
創

造
家
、
井
深
氏
と
、
人
間
的
な
魅
力
を
持
っ
た

私
立
校
の
総
長
・
学
長
と
の
考
え
方
に
共
通
点

が
あ
り
、
学
ぶ
点
も
多
い
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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